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想定する⼈材

当研究室では、ホウ素中性⼦捕捉療法（Boron neutron capture therapy, 以下BNCT）という中性⼦を使⽤する
放射線治療の基礎研究を⾏っています。BNCTは、ホウ素の安定同位体である10Bと熱中性⼦と反応して発⽣する2つの重
粒⼦線（ヘリウム原⼦核、リチウム原⼦核）により癌細胞を選択的に破壊する治療法です。
BNCTに使⽤される2つの重粒⼦線の⾶程は、10μｍ以下で細胞の⼤きさ1個程度です。10Bを含むホウ素薬剤が集積し
た癌細胞に中性性を照射すると、癌細胞の場で発⽣した2つの重粒⼦線は癌細胞のみを破壊して、隣接する正常細胞には
届きません。BNCTは「癌細胞選択的重粒⼦線治療」という、他の放射線治療が持ち得ない特⻑を有しています。
近年、免疫チェックポイント阻害薬を⽤いる免疫療法が、多くのタイプのがんに対して有効であることが明らかになっています。し
かし、その有効性が、投与された患者の３割程度に留まっていることが、免疫療法の⼤きな課題となっています。その課題を克
服する⽅法として、他の癌治療法と免疫療法の組み合わせが研究されています。その中で、放射線治療と免疫療法の組み
合わせは、その有効性が特に期待されています。
当研究室では、マウス下肢腫瘍移植モデルを⽤いて、BNCTが遠隔肺転移に与える影響に関して研究を進めております。
我々は、「癌細胞選択的重粒⼦線治療」の特徴をもつBNCTが、「癌免疫サイクル」に与える影響など腫瘍免疫に注⽬した
研究を本格的に開始したいと考えています。
BNCTの基礎、⽣物研究に必要な中性⼦量を供給できる⼤学の研究施設は研究⽤原⼦炉を有する京都⼤学複合原
⼦⼒科学研究所のみです。BNCTが、腫瘍免疫にもたらす影響や、その臨床応⽤に向けた基礎研究など、独創的な研究
テーマ、研究⼿法を⾃ら設定し、PIとして研究を遂⾏できる知識、技能、熱意を有する⼈を期待します。
[将来的なキャリアパス]
採⽤後3年が経過するまでに中間評価およびその雇⽤期間が満了するまでにテニュア取得（准教授（任期無し））の審査
を⾏います。

研究分野 医⻭薬学

関連キーワード 放射線治療学 放射線腫瘍学

職種 特定准教授

勤務形態 テニュアトラック雇⽤

勤務地 〒590-0494 ⼤阪府泉南郡熊取町朝代⻄⼆丁⽬

事前連絡の要否 要

事前連絡期限 2020/5/11

事前連絡の⽅法
複合原⼦⼒科学研究所総務掛までＥメールにて当事者間交渉を希望する旨連絡すること。
連絡先︓soumu2*rri.kyoto-u.ac.jp （*を@に変えてください） 
応募書類は卓越研究員事業 申請書（様式１、様式１別紙、様式２）です。

⽂部科学省・卓越研究員事業のポストに関する情報の詳細



待遇・研究環境等

【給与】
・本学⽀給基準に基づき⽀給
【勤務時間】
・裁量労働制（週38時間45分相当、1⽇7時間45分相当）
・休⽇︓⼟・⽇曜⽇、祝⽇、年末年始、創⽴記念⽇および夏季⼀⻫休業⽇
【雇⽤期間】
・原則として、採⽤⽇から５年間
【保険等】
・⽂部科学省共済組合、雇⽤保険および労災保険に加⼊
【中間評価及びテニュア審査】
・採⽤後3年が経過するまでに中間評価及びその雇⽤期間が満了するまでにテニュア取得（准教授（任期無し））の審査
を⾏います。
【その他】
・初年度、及び２年度⽬に研究費を⽀給
・研究スペースは、研究所内に研究環境を提供

選考プロセス、スケ
ジュール概要(予定)

2020年5⽉下旬︓書類審査（応募書類提出締切︓2020年5⽉19⽇）
2020年6⽉︓必要に応じて⾯接審査
2020年7⽉︓学内会議選考
2020年8⽉︓結果通知

問い合わせ先

京都⼤学複合原⼦⼒科学研究所総務掛
072-451-2310
soumu2*rri.kyoto-u.ac.jp（*を@に変えてください）

備考


